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 今年のシジュウカラ巣箱には、昨年にも増して厳重

なヘビ対策を施しておいた。それでも心配だったので、

地元の方に頼んで、ヘビ除けの薬剤も数回に渡って散

布してもらった。 

 
 特に、ヘビが必ず通るであろう、ヘビ返しの板の端

には、薬剤を「山盛り」にしてもらった。さすがのヘ

ビも、この「地雷原」を通過できるとは思えなかった。

ちょうど私の山荘は、母屋で天井の工事をしていて、

昼は工事の人の気配もあったので、余計にヘビは近づ

けなかったようだ。ところが、工事が終わったまさに

その晩、大事件が起きてしまった。 

 

 深夜に巣箱口から小さなヘビが侵入してきたのだ。

私は遠隔観測で気づいたので、すぐに地元の方に電話

をしたのだが、深夜で危険だったので、駆除を依頼す

ることはできなかった。結果、約１時間のあいだに、

８羽のヒナのうち、成長の悪かった小さなヒナ４羽が

次々と丸飲みにされ、犠牲になってしまった。 

 
幸い、成長の良かった大きなヒナは難を逃れた。一

度は飲み込まれそうになったが、巣箱に侵入できるヘ

ビは非常に小型のものだけなので、丸飲みをあきらめ

たように見えた。その後４羽は仲良く過ごしていた。 

 
 ヘビの侵入から４日後、４羽のヒナは無事に巣立っ

ていった。兄や妹がヘビに飲まれたことなんか、まっ

たく覚えていないように見えた。 

 
 シジュウカラの親鳥は、ヒナが巣立ったあとも、し

ばらくは世話をする。この時も、クリの若木の枝にと

まったヒナに、親鳥が何度も餌を運んでいた。しかし

４羽の犠牲は大きい。私は「絶対にヘビが侵入しない

巣箱」の試作に着手することにした。 


